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４考察
本研究は,記憶の認知的制御が刺激がポジティブ,ニュートラルの場合にどのような影響を受ける
かについて検討を行った｡まず,記憶の認知的制御が起こったかを見てみると,全体では,抑制条件
において,０回反復よりも６回反復の記憶成績が有意に減少した｡つまり,６回思い出さないように指
示したターゲットは,一度も条件段階で提示されなかったターゲット(０回反復)よりも覚えていなかっ
た｡このことから,記憶の抑制が起きていたと言える。しかし,反応条件では反復回数間の記憶成績
には有意な差がなく,記憶の促進は起きていなかった｡また,感情価×条件×反復回数の交互作用
も有意ではなく,記憶の抑制と記憶の促進は感|青価によって違いはなかった。
それを受け,より詳しく感情価ごとの記憶成績を見てみたところ,ニュートラル群では,条件の主効
果が得られ,有意に反応条件の方が抑制条件よりも正答数が高かった｡しかし,反復回数×条件の
交互作用は有意ではなく,抑制条件において,０回反復と６回反復もしくは１２回反復の間に統計
的な差はなかった｡一方,ポジティブ群では,統計的に有意な差はなく,記'|意の抑制も促進も起きて
いなかった｡全体で記憶の抑制が起きていたことも考慮すると,感情価によって記憶の認知的制御
には差がないという可能性が示唆される。しかし,質問紙の分析からポジティブ群では,努力度と記
憶の促進成功に負の相関,努力度と記憶の抑制成功に負の相関がそれぞれあり,努力すればする
ほど意図とは逆の結果を導いていた｡特に抑制に関しては,ある対薑象を考えないようすればするほ
ど考えてしまうという皮肉過程(木村2004)を避けることが出来なかったと言える｡このことから,ポジ
ティブ刺激とニュートラル刺激では認知的制御自体に差はないが,ポジティブ刺激とニュートラル刺
激では認知的制御に対霞する主観的体験が異なり,ポジティブ刺激では認知的制御に対壜する統制感
(主観的コントロール感)と制御の成功(実際のコントロール)が逆説的関係にあるのではないだろう
か｡ポジティブ刺激において,抑制すべき手がかりを見た時には,努力して意識的にターゲットを抑
制するよりは,無意識的｡自動的に抑制する方が有効であると考えられる。
また,記憶の促進はすべてで起きてなかったが,その原因の1つとして天井効果が考えられる。０
回反復の最終テストにおける最大正答数は７個であるが,それに対して反応条件の平均正答数は
4.79個,抑制条件は５．０９個となっている｡最終テストが手がかり再生であったことを考えると,再認
テストより難しいとされる再生テストの成績としては非常に高いと言える。そのため,反応条件で
は,4.79個から７個までは約２個しか記憶が促進するlll扇がないことになる。したがって,認知的制御
によって記憶成績が促進されても,天井効果によって阻害され,統計的に有意にはならかつたので
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はないだろうか｡このような天井効果を防ぐには,記憶の定着度の基準を低くする必要があるだろう。
また,刺激によって覚えやすさが異なった可能性もある｡今回は刺激の選定時に感情価しか考慮し
ていなかったが,言語化のし易さなどの観点から刺激を再検討する必要もあるだろう。
以上のように,全体では記'億の抑制が起きていたが,感情価によって記1億の認知的制御には違い
はなかった｡ＤｅｐｕｅｅｔａＬの結果を合わせ考えると,認知的制御のしやすさは刺激がネガティブ刺
激であることによって促進され,感情価があることは影響しないという仮説２と近い結果となったと言
える｡仮説２では,ネガティブ刺激の制御がより可能であり,感情価によって認知的制御に差がない。
つまり,ポジティブとニュートラルの間で認知的制御には差がないと予想していた｡たしかに,記１億成
績の点からはポジティブ,ニュートラルの間に差はなかった｡しかし,ポジティブ刺激は,努力すれば
するほど逆の結果を招くという,認知的制御に対する主観的な統制感と抑制の成功の間に逆説的
な関係があることが示され,ポジティブ刺激の抑制には無意識的･自動的な抑制が有効である可能
性が示唆された｡これらの点から,認知的制御に対する主観的体験の考慮に入れていなかった仮
説２は,部分的に支持されたと言えるのではないだろうか。
今回は記’億の促進が全体で起きなかったため,記1億の促進が感'清価によって異なるかについて
は検討することができなった｡この点を明らかにするためにも,記憶の促進が起こるように修正した
再試を行う必要があるだろう｡また,今回の刺激は感情価を変数とし,喚起度は一定なものを用いた
が,トラウマ記'億は感情価がネガティブで喚起度が高い(興奮)とされているように,感Ｉ清価だけでは
なく喚起度と感情価と記'億の認知的制御の関連についても検討を行う必要があるだろう。
5.結論
･記'億の抑制は全体で起きていたが,記'億の促進は全体で起きていなかった。
･記1億の促進は天井効果,刺激の言語化のし易さなどによって阻害されたことで起きなかった。
･ポジティブ刺激では制御に対する統制感と制御の成功に逆説的な関係があった。
･感情価だけではなく喚起度と記’億の認知的制御の関連についての検討をする必要がある。
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